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平成 30 年 4 月  日 

平成 30 年度 

土浦エコパートナー事業計画書 
 

（報告先）土浦市長 殿 

 

名 称 ボッシュ・レックスロス株式会社                

所在地 土浦市東中貫町５－1                

 

具体的な取組事項 

項   目 具  体  的  内  容 

省エネや地球温暖化対策活動 

●数値目標： 

・CO2 排出量削減（エネルギー原単位）：2007 年比－49.5% 

●方策： 

・デマンドコントロール等により契約電力の 3,240kW の維持。 

・省エネ活動により年間使用電力：13,830 MWh 以下にする。 

・蛍光灯の LED 化。 

・自動販売機の省エネタイプへの置き換え・削減。 

・業務の効率化。 

 

公害や汚染の防止，ゴミの削

減，リサイクルの推進 

1. 廃棄物削減 

●数値目標： 

・廃棄物の排出量削減（廃棄物原単位）：2007 年比－44.5% 

●方策： 

・全産業廃棄物量の 7 割を占める廃油（水溶性）の改善による

削減。 

・産業廃棄物の分別・有価物化による削減。 

 

2. VOC 排出量の削減 

●数値目標①：2016 年比－5.0%（PRTR 法対象 VOC、原単位）。 

●数値目標②：2017 年比－18.8t（ボッシュ基準 VOC、実数）。 

●方策： 

・水溶性洗浄適用製品の拡大 (大型洗浄ブースの導入)。 

・塗装工法等の改善を検討。 

 

3. 土壌汚染の防止 

・調査・浄化（中期目標）。 
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・新工法による改善を検討。 

地域社会の環境保全のための

取組 

（例：ゴミ拾い，敷地内緑

化，景観の保護，里山の保

全） 

●５S（環境含む）パトロールによる改善。 

社員への環境教育や啓発活動

の実施 

1. ISO14001 活動に基づき実施。 

環境委員会開催・各部展開（3 回/年以上）による、 

・内部コミュニケーションの実施。 

・部署持ち回りで環境改善事例発表。 

 

2. ISO14001、2015 年版への移行。 

 

その他（アピール事項など） 

 

 


